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ディッヒ細胞より分泌される Insulin-like peptide 3（Insl3）









た。本研究には，正常犬 4 頭および潜在精巣犬 7 頭より
得られた血液から genome DNA を抽出し，実験に用い
た。Rxfp2 は，DNA 全長は約 60,000bp と長大であるた
め，約 1,500bp の PCR 増幅産物が得られるように，Rxfp2
遺伝子全域に 41 種類の Primer を設計し，その Primer
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【結果】LDE ラットの海馬 CA1 領域での空胞形成は，生
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テイン共存下 pH8.3 で Papain を固定化した。1.0g の樹脂
（3.5mL 容積に膨潤）に対し 100µM，200µM の Papain 溶
液を室温で 1hr 作用させたところ，タンパク質定量から求




かった。次に 1.0mL の Papain 固定化樹脂を空カラムに充
填し，Tyr エチルエステル溶液を 1 回通過させ，通過液成
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